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スペイン語の非人称性の表現について 
―SE 構文と 3PL 構文― 
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0. はじめに 
スペイン語では一般的傾向として受動態があまり好まれない。一般に受動態が必要とな
るのは、①行為者(動作主)が不明であるか、②行為者が不定であるか、③行為者よりも行
為のほうにより関心があるか、の場合である。このような場合スペイン語では、非人称性
の表現1が多く用いられる(以上、西川 2005a: 545 を要約)。非人称性の表現はいくつか挙げ
ることができるが、本稿は、その中でもよく用いられる「再帰代名詞 se＋V: 3 人称単数」
と「V: 3 人称複数」という 2 つの形について、コーパス調査とインフォーマントへの対面
式のアンケート調査を通して考察したものである。なお例文番号、グロス及び日本語訳は
特に言及のない限り筆者による。 
 
1. 構文の定義 
 本稿で扱うのは以下のような文である。 
 
(1) a. Aquí  se  duerme    muy  bien  en   verano. 
ここ   refl 眠る prs.3sg とても 良く prep   夏 
「ここは夏でもよく眠れる。」 
 
b. Se encontró         al    alpinista  desaparecido. 
refl 見つける ind.3sg prep＋art  登山家       姿を消した 
「行方不明の登山家が発見された。」 
(López 2002: 19) 
(2) Llaman     a     la   puerta. 
呼ぶ prs.3pl   prep  art       扉 
「誰か来た(ドアのところで誰か呼んでいる)。」 
(López 2002: 22) 
                                                        
1 非人称は「a. 単人称」と「b. 非人称性の表現」の 2 通りの意味で使用される。「a. 単人称」とは動詞が
主語を欠き、3 人称単数・複数でのみ使用されるという構文上の特徴を意味しており、気象動詞 llover(雨
が降る）、nevar(雪が降る）や存在を表す haber などがそれにあたる。一方「b. 非人称性の表現」は文の主
語が一般的・総称的な人間である(つまり 1 人称・2 人称・3 人称の特定の人でないことを表す）か、不定
の人間であることを意味している(以上出口 2005: 530 を要約）。本稿で扱うのは、この「b. 非人称性の表
現」である。 
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以下では、(1a) のような「se＋自動詞：3 人称単数」または、(1b) のような「se＋他動
詞：3 人称単数＋人間の直接目的語」の文を「SE 構文」、(2) のような 3 人称複数の文を「3PL
構文」とする。SE 構文について、動詞がこのように限定されるのは、他動詞で事物 (モノ
名詞) の直接目的語をとる場合には、それが受動主語としてみなされ、統語的には非人称
とは言えないためである。 
 
2. 先行研究 
まず、SE 構文における主語の解釈に関する研究として石崎 (1999)、López (2002)などが
ある。López (2002)は、SE 構文の暗示的主語には総称的解釈と実存的解釈の 2 つの可能性
があり、それらの解釈の違いは、動詞の本来的性質や文のアスペクトなどの要素により制
限されるとしている。しかし、何らかの修飾節を付加することでどちらの解釈も可能にな
る場合があるなどこれらの要素が決定的ではないことも指摘している(以上 López 2002: 
27-29 を要約)。また、SE 構文・3PL 構文の両者の用法や関係について言及している文法書
として出口 (2005)、西川 (2005a)、Torrego (1992) がある。両構文の違いについての出口 
(2005)、西川 (2005a) の記述は曖昧であるが、Torrego (1992) は SE 構文と 3PL 構文との違
いについて、前者は話し手を含むが後者は含まないという点にあると述べている (Torrego 
1992: 22 を要約)。それぞれの主張を表 6 にまとめる。 
 
表 6: 先行研究のまとめ 
 SE 構文 3PL 構文 
出口 (2005) ・総称的人間一般 
・ 限定された範囲内 (国・地
域) での不特定主語 
・特定できない行為者 
・一般化された「人々」 
 
西川 (2005a) 一般的な行為者 
(不特定をより積極的に表示) 
行為者不明 
Torrego (1992) 話し手を含む 話し手を含まず 
石崎 (1999) 一般性／不特定性 
↑ 
談話におけるトピック 
(話者の判断) 
López (2002) 総称的／実存的 
↑ 
アスペクト(未完了／完了) 
文脈 
 
これらをふまえ、本稿では以下の 2 点を目的として調査・分析を進める。 
③ SE 構文の解釈については多くの議論がなされているものの、コーパス等を用いて客観 
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④ 的な数量データを示したものはない。 
→ López (2002) の①アスペクトによる主語の解釈の違いを検証するとともに、他の統語的
要因として②動詞の種類や③副詞節等についても数量データを用いて考察する。 
⑤ 3PL 構文の解釈については十分な議論がなされておらず、出口 (2005)、西川 (2005a) の
記述も曖昧である。 
→ Torrego (1992) の「話し手を含むか含まないか」という点から SE 構文と 3PL 構文の言
い換えの可能性を探ることにより、3PL 構文の解釈についてもより具体的に記述する。 
 
3. コーパス調査 
3.1. 調査方法 
まず、スペイン語の基本単語を頻度順に配列したベナビデス・三村・橋本編 (1990) を
参考に、その使用頻度の最も高い 200 語＜1-A＞、＜1-B＞に分類されている 46 動詞のう
ち、①自動詞およびモノ名詞を直接目的語にとる他動詞 (13 語)、②人間名詞を直接目的語
にとる他動詞 (10 語) について、主節・従属節に関わり無く【se＋V：3 人称単数】の形を
検索する。次に結果を 1 つずつ確認していく。その際、1 文だけでなく前後の文脈も読み、
主語が前述されていないかをチェックし、統語的主語のないものを抽出した2。動詞の数が
半数に減ったのは、接続詞 que を伴って「～ということを」という名詞句を直接目的語と
してとる動詞、すなわち creer「～と思う」、decir「～と言う」、parecer「～のように思われ
る」、pensar「～と考える」などや、意味的に人間を直接目的語としてとりづらいと考えら
れる動詞、すなわち dar「与える」、acabar「終える」などを除いたためである。 
コーパスは corpus del español を用いる。このコーパスは総単語数 1 億語からなり、13-20
世紀の用例を参照することができる。通時的な調査は行わないため、20 世紀の用例のみを
参照した。20 世紀の用例約 2,000 万語は、学術 (約 514 万語)、新聞 (約 514 万語)、フィク
ション (約 514 万語)、会話 (約 511 万語)の 4 つの分野に分類されている。 
なお今回検索するにあたって、自動詞に関してはしぼりこむ条件がほとんどなく、その
ままでは何百も用例が出てきてしまうため、4 つに分類されている各分野で最高 20 例 (4
分野で計 80 例)までを順にみていき、それ以降は切り捨てることとした。 
 
3.2. 調査結果と考察 
 コーパスからは 72 例の SE 構文の用例が得られた。これら 72 例について、①時制・ア
スペクト、②動詞の種類、③副詞節という 3 つの統語的観点から考察していく。 
まず①時制・アスペクトに関して、表 7 に時制別の用例数をまとめたものを示す。 
 
 
 
                                                        
2 本来の再帰文として主語の存在するものが多く現れたため、検索結果に対して実際に SE 構文と認定で
きたものは少なくなった。 
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表 7: 時制別の用例数 
 用例数 (%) 
現在形   49  (68.1) 
線過去形   16  (22.2) 
点過去形    5   (6.9) 
未来形    2   (2.8) 
計    72 (100.0) 
 
現在形が49例と約7割を占め、現在形と総称的解釈の結びつきを裏付ける結果となった。
また、時制が完了アスペクトの点過去でありながら、暗示的主語が「総称的な人」と考え
られるような例も見られ、このことは、主語の解釈と文のアスペクトの間の結びつきが決
定的ではないという López (2002)の見解と一致する。 
 次に、②動詞の種類については、entrar「入る」と conocer「知っている」という 2 つの
動詞が、本来の頻度に反し、SE 構文が高頻度でコーパスから抽出された3。すなわち、こ
の 2 つの動詞は SE 構文でより使われる動詞であると言うことができる。conocer「知って
いる」については、例文 (3) のように「(人々に)～と知られている」という意味で「総称
的な人」を主語としてとりやすく、その意味が定着している動詞であることが SE 構文で
頻度が高くなる理由と考えられる。一方 entrar「入る」については明確な理由はわからず、
entrar「入る」と conocer「知っている」の共通点等も見つけることができなかったため、
この点については今後の課題としたい。 
 
(3) Castilla       era             uno   de         los infantes  de  Aragón,  nombre por  el 
カスティーリャ ～である imp.3sg  art    prep art  王子(女)          rep  アラゴン 名前     prep   art 
 
que  se  conocía                 a   los  hijos   de   FernandoI       de   Antequera. 
rel   refl  知っている imp.3sg  prep art    子供   prep  フェルナンド１世   prep  アンテケーラ 
「カスティーリャはアンテケーラのフェルナンド１世の子孫として知られていたアラゴ
ンの家系の一つであった。」 
(Encarta) 
最後に③副詞節について見ていく。SE 構文が副詞節中に現れたのは 13 例あり、内訳は
cuando (～する時) 6 例、si (～ならば) 3 例、porque (～なので) 2 例、como (～のように) 1 例、
sin que (～せずに) 1 例だった。用例数の多かった cuando と si による副詞節は仮定の意味で
用いられているもので、条件を表すような文である。それらの文では総称的な人あるいは
特定の誰かを表しているという解釈よりは、「ある限定された場面の主語」を表すために、
「主語の代用」として SE 構文が用いられ、「状況の説明文」のような働きをしている。SE 
                                                        
3 得られた用例数の多い順、また実際に確認した例のうち SE 構文として認定した用例の割合の高い順に
動詞を並べたところ、ベナビデス・三村・橋本編 (1990)で、＜1-B＞に分類されている entrar「入る」と
conocer「知っている」が、より頻度の高い＜1-A＞の動詞よりも上位にくるという結果となった。  
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構文の解釈は、総称的解釈と実存的解釈という大きく 2 つの解釈が存在するが、その周
辺には微妙なニュアンスの違いによる他の解釈も存在すると言える。 
 
 (4) Cuando  se entra       en  un  ordenador    mediante una tarjeta de   acceso,  
conjn     refl 入る prs.3sg  prep art  コンピュータ   prep      art  カード prep  アクセス 
 
el  ordenador   lee        la   clave  de   la  tarjeta  y    otra  clave  
art コンピュータ  読む prs.3sg  art    鍵    prep  art  カード  conjn  他の 鍵 
 
introducida   por   el   usuario. 
導入する pp   prep   art   利用者 
「アクセスカードによってコンピュータに入るとコンピュータはカードのコードとユー
ザーが設定した別のコードを読み込む。」 
(Encarta) 
4. インフォーマントへの対面調査 
4.1. 調査方法 
 まず、コーパスで得られた 72 例を「暗示的主語の内容」により分類をし4、主にその違
いがわかりやすいもの・特徴的なものを 22 例選び出した。次に 22 例の SE 構文を全て 3PL
構文に書き換え、その文が言えるかどうか、自然な文であるかどうかということについて、
3 名のスペイン人のインフォーマントに対面調査を行った。設問にはコーパスからの 22 例
の他に、調査の信頼性を高めるために、先行研究に挙げられていた 3PL 構文の例文 4 例を
混ぜ、計 26 項目について調査した。インフォーマントにはそれらの文章を読みながら口頭
で回答してもらい、筆者がメモをとるという形式をとった。なお、協力していただいたイ
ンフォーマントの詳細は以下のとおりである。 
 
インフォーマント A：24 歳女性、スペイン・マドリード出身 
インフォーマント B：26 歳男性、スペイン・セビリア出身 
インフォーマント C：25 歳女性、スペイン・マドリード出身 
 
4.2. 調査結果と考察 
それぞれのインフォーマントの回答結果と先行研究の記述をふまえた筆者の予想を示し
たものを表 8 にまとめる。左から、○の多いもの、△・×が出てくるものという順に配置
し、3 人の回答結果が同じパターンの場合は間を点線で示した。数字は設問番号を表し、
記号の表す意味は以下のとおりである。なお、表中の網掛けで示した部分、設問 5、10、
18、24 は、先行研究からの例文を表す。 
                                                        
4 ①総称的、②国・地域など範囲に限定あり、③特定の状況下での人々、④その他の 4 つに分類した。こ
れは客観的分類基準によるものではないが、前後の文脈等も考慮した上で筆者自身の判断により分類を行
った。 
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○：言える 
△：言えなくはないが不自然、自分は言わない 
×：言えない 
 
表 8: 回答結果 
 5 10 12 13 17 18 24 3 6 19 23 14 21
予想 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ △
A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
C ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △
 
 16 25 22 26 20 11 1 15 4 8 9 2 7
予想 ○ △ × × × ○ △ ○ × × × × △
A △ △ △ △ ○ △ △ × ○ △ △ × ×
B ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ×
C ○ △ △ △ △ △ △ ○ × × × × ×
 
まず筆者の予想とインフォーマントの回答が一致したものには、例文 (5) のように地域
や状況が限定されていて、話し手を含んでいないものなどがあり、これらはおおよそ話し
手を含むかどうかという違いが言い換えの基準に当てはまった例だと言える。 
 
【設問 12】 
(5) Es...             una  cosa  curiosa:           en   los  autobuses,  entran 
～である prs.3sg.   art    こと   好奇心をかきたてる  prep  art   バス        入る prs.3pl  
 
por  una   puerta  de   atrás       y    salen       por  una  puerta  de    alante. 
prep  art    扉      prep   後ろへ   conjn  出る prs.3pl  prep  art    扉      prep      前へ 
「それは不思議なことだった。バスではみんな後ろから乗って、前から降りるのだ。」 
 
次に一致しなかったものを見ていく。設問 3 については、インフォーマントから、先生
や親が生徒や子供に向かって話している状況を想像できるなどという意見があり、話し手
を含まないという解釈であれば 3PL 構文が成立することを示している。 
 
【設問 3】 
(6) ¿ A     qué  vienen       al          colegio? 
prep   何   来る pres.3pl    prep+art   学校 
「なんのために学校に来ているの？」 
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設問 11 では、SE 構文である方がより自然で、単語の流れや響きということをその理由
に挙げているインフォーマントもいたため、ネイティブの感覚に左右されたと言える。 
設問 3 の他で、予想が△や×で回答が○や△になったもの、つまり筆者は言えないと考
えたがインフォーマントが言えるとしたものには、文脈中の単語が主語とみなされてしま
ったために、言えると回答したなど、3PL 構文の非人称の解釈がなされていない例があっ
た。設問 20 については、文脈から話し手・聞き手を含んでいると考えられるため、言い換
えることはできないと筆者は考えたが、主語についてインフォーマントに聞くと、主語は
2 人称複数尊称代名詞 ustedes5「あなたたち」になるということであった。つまり、2 人称
による非人称表現のように解釈しての回答であるため、この文は 3PL 構文に言い換えられ
るとは言えないことになる。 
 
【設問 20】 
(7) ¿ Cómo     llegan?    No  hay               camino. 
どのように  着く prs.3pl    neg  ある prs.3sg    道 
「どうやったらたどり着けるの？道がないよ。」 
 
5. まとめと今後の課題 
まず、SE 構文の解釈に関して、コーパスからの数量データに基づいて先行研究の主張を
確認するとともに新たな考察を加えることができた。具体的には以下の 4 点である。 
 
・SE 構文の時制の多くは超時的な時を示す現在形であり、それらは総称的解釈と強く結び
ついている。 
・未完了アスペクトと総称的解釈、完了アスペクトと実存的解釈という、アスペクトと主
語の解釈に関しては、それらがきれいに対応していることは多くなく、先行研究の記述に
あるようにその結びつきは決定的ではない。 
・動詞の種類によっては、SE 構文で頻度が高くなる動詞がある。 
・条件節に SE 構文が現れることで、「ある限定された場面の主語」を表す場合がある。そ
の文は「説明文」のような意味を持つ。 
 
 また、SE 構文と 3PL 構文の違いと言い換えについては、以下のようなことが言える。 
3PL 構文も「人々」という一般的な行為者を表すことができる。ただし、暗示的主語は 
(1)  話し手を含まず、範囲や状況がある程度限定された場合にのみ言える。 
(2)  SE 構文から 3PL 構文への言い換えについては、3 人称複数と尊称の 2  
人称複数の形が同じであるため、「話し手」だけではなく「聞き手を含
むか、含まないか」というより細かい人称関係を考慮に入れる必要があ
る。 
                                                        
5 usted/ ustedes：意味上は「聞き手」を示すので 2 人称だが、文法上は 3 人称として扱われる。 (西川 2005b: 
104) 
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今回の調査の反省点として、調査方法と用例の少なさが挙げられる。SE 構文からのみの
調査となり、3PL 構文の実際の用例を収集して考察することができなかった。今回の方法
では、SE 構文と 3PL 構文を細かく比較して分析するためには限界がある。より確実に SE
構文と 3PL 構文の両者について分析することのできる方法を見出す必要がある。また、収
集した用例数が少なく、動詞の種類については動詞間の共通点を探るというような詳しい
分析をすることができなかったため、より多くの用例を収集する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
略号一覧 
1: 1 人称 
2: 2 人称 
3: 3 人称 
art: 冠詞 
conjn: 接続詞 
imp: 直説法線過去    
ind: 直説法点過去 
neg: 否定 
pl: 複数  
pp: 過去分詞 
prep: 前置詞 
prs: 直説法現在  
refl: 再帰代名詞 
rel: 関係詞 
sg: 単数 
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